
令和5年第3回市議会定例会

提出予定議案概要等

令和5年6月8日



・中山間地域におけるドローン配送サービス実装事業

スマート物流実装推進費 4,000万円

・先進的官民連携支援事業採択（国土交通省）

未来型図書館づくり推進費

歳入 1,200万円

・８月～２月分の水道料金を１栓あたり月1,000円減免

水道料金減免による
エネルギー高騰支援

3億2,060万円

・商店会が実施するプレミアム商品券利用促進イベント等へ助成

こまつまちなか商業
活性化支援費

400万円

１

・子育て施策を全国に情報発信，ブランディング強化

「子育てするなら小松」
プロモーション費

700万円

・学生･民間企業･行政合同のシリコンバレー実地研修

公立小松大学国際研修支援費 370万円

６月補正予算 主な施策等予算

補正予算額 累 計

一般会計 5億5,242万4千円 486億6,692万4千円

全会計 5億5,242万4千円 1,069億6,992万4千円

Ｐ

物価高騰対策

新Ｐ

新Ｐ

３

子どもたちの輝く
未来創造都市こまつ２

スライド 新規 拡充拡新Ｐ

・令和４年８月４日大雨に係る災害復旧費の追加

農林業施設災害復旧費 1億3,850万円

災害関連４

ワンランク上の
生活空間あふれるこまつ

Ｐ

【４月10日専決】

・住民税非課税世帯に，一世帯あたり３万円支給

物価高騰緊急支援給付金費 2億9,250万円

・低所得の子育て世帯に，こども一人あたり５万円支給

子育て世帯生活支援
特別給付金費

1億200万円

Ｐ

Ｐ

Ⓒ 2023 SANRIO CO., LTD. APPROVAL NO. L641606



水道料金減免によるエネルギー高騰支援
予算額

3億2,060万円
予算

水道料金の一部減免

☑ 減 免 額 1契約１,000円／月（消費税込み）

☑ 減免期間 令和５年８月検針分(９月請求）から
令和６年２月検針分(３月請求）まで

～９月終了予定の政府の負担軽減策に引き続き
市民の光熱水費負担を軽減するため水道料金を一部減免

国の｢電力･ガス･食料品等価格高騰重点支援地方交付金(地方創生臨時交付金)｣を活用

※ 手続きの必要なく、減免後の水道料金を請求いたします。

☑ 1契約あたり
の軽減額

７月利用分より

1,000円×７か月＝7,000円（消費税込み）

水道料金減免で

くらしの負担軽減☑ 対象件数 ４５,８００件（一般用94.3%、事業用5.7％）



市政

☑ 対象団体 小松商店会連盟加盟商店会等１１団体

☑ 対象経費 商店会での商品券利用促進のためのイベント等開催経費

各種セール、抽選会などのイベント、広告費用等

☑ 補 助 率 1／２ （上限額５０万円）

いい街こまつプレミアム商品券
利用促進イベント実施補助金

予算 予算額(6月補正)：400万円

いい街こまつプレミアム
小松市プレミアム付商品券

5月 6月 7月 8月 9月 10月

取扱店募集(5/10～6/20※以後随時)

商品券引換ハガキを送付（7月上旬）

商品券販売（7/18 ～ 8/上旬）

※在庫がある場合 2次販売 （8/下旬～9/上旬）

商品券利用開始 （7/18～10/31）

商品券の概要

販売価格 10,000円/冊

商品券 13,000円分/冊

発行冊数 50,000冊 (総額6.5億円)

在庫次第で
２次販売1世帯2冊まで購入可

既決予算総額
6億7,870万円実施スケジュール



子育て世帯・住民税非課税世帯への支援 予算額計

3億9,450万円
予 算

予算額：1億200万円

子育て世帯生活支援特別給付金費

〇令和5年3月分児童扶養手当受給者（578世帯900人）

〇令和4年度低所得の子育て世帯に対する子育て世帯

生活支援特別給付金(ひとり親世帯以外)受給者

（378世帯684人）

●公的年金等受給により、令和5年3月分児童扶養手当を
受給していない方

●物価高騰の影響を受けて家計が急変し、令和5年1月以
降の収入が児童扶養手当受給水準となるひとり親世帯、
または住民税均等割非課税と同等水準のひとり親世帯
以外の子育て世帯の方

●令和5年度の住民税が非課税の方

5月31日支給済（プッシュ型）

申請に基づき支給

低所得の子育て世帯（対象児童見込数 1,900人）に対

して、児童１人あたり５万円の特別給付金を支給

［令和5年度4月10日付専決］

物価高騰緊急支援給付金費

予算額：2億9,250万円

〇世帯全員の令和5年度住民税均等割が非課税である
世帯（対象見込8,900世帯）

●非課税世帯の内、世帯員の異動等があった世帯・令和
5年1月2日以降に転入した世帯

●令和5年度住民税課税世帯のうち、物価高騰の影響を
受けて家計が急変し、令和5年1月以降の収入が
住民税非課税世帯と同等水準の世帯（家計急変世帯）

（対象見込数 100世帯）

７月上旬案内送付予定

７月下旬以降振込予定

対象見込世帯からの申請に基づき支給
（７月下旬以降）

住民税非課税世帯等（対象世帯見込数9,000世帯）に

対して、１世帯あたり３万円の給付金を支給

食費等の物価高騰により影響を受ける生活にお困りの方を支援します。【国制度】



子育てプロモーション推進 予算額：700万円予算

本市のイメージアップと子育て世代の転入促進へ

全国のビジネス・移住検討層へのプロモーション展開

Webメディアを使った情報発信

メディア向けに都内でのプレスカンファレンス

ロゴマーク・キャッチコピー制作

青年・妊娠 出産 乳児期 幼児期 学齢期

1 子どもを望む夫婦を応援

妊娠をお祝い

子育てスタート
を見守り訪問

病気予防はほぼ無料

子どもの健康
を支えます

安心して子育て

子ども健やかな
成長を願い

小松へ
ようこそ

地域・社会みんな
で子どもの育ちを
見守る

一般不妊治療、生殖補助医療助成

一般不妊治療（自己負担額×1/2以内）
5万円まで 所得制限なし

生殖補助医療（自己負担額×2/3以内）
40万円まで 年齢制限なし

2

3
赤ちゃん紙おむつ定期便

紙おむつを毎月無料で
お届け

5

18歳までの子ども全
員の医療費窓口負担
（保険適用分）無料

こども医療費助成

７
学校給食費の無償化

小・中学校の給食費
無償

９
定住促進支援制度

最大220万円助成

小松地域産材利用促
進制度含む

4
おなかの赤ちゃん給付金

国の５万円に
市独自の５万円を上乗せ

妊娠から出産・子育ての
伴走支援も充実

充実した保育環境

待機児童ゼロ
子育てを社会全体で支えます

さらに保育料無償化拡大（市独自）
第３子以降、0-2歳児低所得者層

６
子どもの任意予防接種助成

インフルエンザ ６ヵ月～小学生２回
中学生・高校生１回

おたふくかぜ ６ヵ月～高校生１回
その他任意予防接種 出生後～高校生１回

8

地域連携型こども食堂支援

身近な地域での活動を
支えます



ドローンを活用した
スマート物流実装推進

予算額：４,０００万円予算

全国でドローン配送を展開しているパートナー企業と連携強化
ドローンを活用した地方創生プロジェクトの検討開始
↓
地上と空のインフラを接続して
～いつでもどこでもモノが届く「スマート物流」の構築へ～

【課題】 中山間地域（松東地区など）

・住民の買い物手段や移動手段が減少

→  人口流出、地域の衰退が懸念

【対策】 モノの移動を支えるインフラ構築

・ほのぼの松東の一部を配送拠点に
「ドローン+陸送」配送を展開（スタッフ常駐）

→ 買い物代行などの生活支援

「次世代高度技術の活用による
地方創生に向けた連携協定」締結（R4.12.13）

優良なデジタル事例として

デジタル田園都市国家構想交付金（TYPE1）の採択（1/2補助）

（電話・アプリなど）

サービス開始
8月頃（予定）



条例 小松市民病院医療体制の変更（３診療所の廃止）
～小松市病院事業の設置並びに管理条例の一部を改正する条例～

安全・安心な地域医療を確保し、
皆さまの健康を守ります。

３診療所の廃止

民間の医療機関
（かかりつけ医等）

地域の
医療機関と
連携強化

小松市民病院
(地域医療支援病院)

〇R5 経営強化プラン

・役割･機能の最適化と連携の強化
・施設･設備の最適化
など６つの視点で取り組む

〇将来を見据えた建設構想

持続可能な地域医療
提供体制の確保

がん診療の充実

©Intuitive Surgical

〇粟津診療所 (S40.1月開院)

診療時間：月･水･金曜 9時～12時

・民間医療機関が充実
・患者数減少
・医師確保が困難

〇大杉診療所 (S49.1月開院)

予約診療：水曜 15時～16時

H27～ 患者数０人

〇尾小屋診療所 (S40.10月開院)

予約診療：水曜14時～15時

R4.12～ 患者数０人

(近年５カ年)

H29：5,786人→ R4：3,397人(14人/日)

南加賀の拠点病院として、
専門性の高い医療に注力

〇救急医療・高度医療の推進

〇R4 無菌治療ﾕﾆｯﾄ開設

〇R5 手術支援ﾛﾎﾞｯﾄ導入
（R6.4診療開始）



梯川水系緊急治水対策プロジェクトの進捗市政

河道掘削
（石田橋上流）

災害復旧工事
（古府地区）

低水護岸・河道掘削
（一針地区）

災害復旧工事
（上八里地区）

災害復旧工事
（中海地区）

（令和４年度～Ｒ１３年度の１０年間）

九龍橋川排水区
雨水ポンプ増設工事

【第一段階】 梯川及び支線において被災箇所の災害復旧工事を完了させるとともに

R4年度～R6年度 梯川おいて鍋谷川合流点までの引堤・河道掘削を集中的に実施する。

国の取り組み（梯川）

市の取り組み県の取り組み（鍋谷川・滓上川）

■流域タイムライン
小松市水防タイムライン策定
～早めの情報と防災行動～

■農業排水施設の機能保全対策
～安定的で良好な排水確保～

■九龍川排水区排水ポンプ増強
令和５年３月工事着手～
令和６年度完成予定

能美大橋架替完成
（７月中旬予定）

令和5年6月10日
「梯川水系流域治水
対策プロジェクト』
起工式



「逃げ遅れゼロ」に向けた避難対策の強化
市政

2階へ
避難

令和４年8月大雨を踏まえて

 初期水防避難所の増設 17→19施設

住民の避難方法に関する地域防災計画の改訂

 ２階以上の屋内安全確保の考え方を周知

R5.5石川県公表
洪水浸水区域図

校下ごとの

浸水想定エリア・避難対象者数をもとに再設定

 中山間部の土砂災害を想定した
緊急的な避難場所の設定

状況に応じて

近くの公民館などに緊急的に避難

 車での避難が可能な指定緊急避難場所の指定 ハザードマップを見直し小規模
河川

洪水浸水区域図をもとに
⇒R5ハザードマップ作成・R6配布

 避難情報
 避難所情報
 緊急地震速報
 国民保護情報
 地震・気象情報

などをプッシュ通知

 ハザードマップ
 防災マニュアル
 リンク集 など

R4.8中ノ峠町

こまつ防災アプリでもっと安心

商業施設や立体駐車場などを追加指定

自主防災組織など共助による避難所運営を推進

垂直避難

水平避難

「備え」に役立つ
情報も充実

3３町内 20施設

3→8施設



～開催をきっかけに小松文化を次世代につなぎ、活かし、守る～
市政

10/21㊏・22㊐ 加賀立国1200年全国国府サミットin小松

11/  3㊎ 小松九谷茶会

11/25㊏・26㊐ 小松文化の祭典リードこまつ2023

10/ 7㊏～11/26㊐ 加賀国の九谷焼【博物館展覧会】

10/14㊏～11/26㊐ 加賀国府と江沼・能美【加賀国府ものがたり館】

いしかわ百万石文化祭2023 小松市開催イベント について

こまつ歌舞伎・秋の祭典 ～勧進帳特別企画～

11月5日（日）13時開演、入場無料

子供歌舞伎「勧進帳」の上演のほか、十代目松本幸四郎丈をゲスト
に迎え、舞踊とトークショーの開催

入場券申し込みは８月中旬予定※詳細は市広報8月号、市HP等で今後情報公開

奥の細道トークショー

11月19日（日）13時半開演、入場無料

フルーツポンチ村上氏とTBS井上アナをゲストに迎え、俳句の魅力を伝
えるトークショーを開催 ※入場券申し込みは今後、市広報、市HP等で紹介

小松市においては、期間中（10/14～11/26【44日間】）、歌舞伎・俳句・加賀立国1200年・伝統芸能・

九谷焼・茶の湯文化などテーマとした７つの地域文化発信事業、２つの文化団体事業を実施

その他の地域文化発信事業 文 化 団 体 事 業

10/28㊏・29㊐ 全国漢詩の祭典

11/4㊏・5㊐ 小倉百人一首競技かるた全国大会

石 川 県 主 催 事 業

11/18㊏・19㊐ 獅子舞・グルメ大集合【会場：こまつドーム】

北陸新幹線沿線



北陸新幹線小松駅開業に向けた取組み

R5（2023） R6（2024） R7（2025）

市政

5/27 レール
締結式

6/1

竣工

事業主体： 北電産業小松ビル合同会社

市有地 約5,280㎡ （ 小松市日の出町地内 ）

各テナント

北陸電力
グループ

Hifリゾート㈱

公立小松大学

小松市

北陸電力㈱

８～９階
ホテル

５～７階
オフィス

３階大 学

２階ホール

１階テナント

鉄骨造 ９階建て
延床面積 約17,200㎡
総事業費 約100億円

フ

ロ

ア

構

成

定期借地（50年間）

駅東複合ビル
事業スキーム

4/27 プレス
発表

４階
テナントオフィス

R7夏
供用開始

Komatsu九
グランドオープン

駅東複合ビル建設各種手続き

走行試験

9/18Komatsu九
フードエリアオープン

県
内
全
線
開
業今夏着工

試乗運転

駅高架下

Komatsu九

6/1 フードエリア OPEN
（JR 西日本不動産開発）

9/18 グランド OPEN

ひと・モノ・情報
新たな交流のはじまり



北陸新幹線⼩松駅開業に向けて
〜プロモーション・機運醸成〜

市 政

プロモーション

メディアを活⽤した⼩松市魅⼒発信事業
▶ 秋元康がプロデュース・出演する番組『いいこと、聴いた』

 (TOKYO FM/JFN37局ネット)で、⼩松市を⼤特集！
 業界きっての⾷通でもある秋元⽒が、海・⼭・⾥の旬の⾷材を堪能しなが
 ら、⼩松の歴史や⽂化を深堀り。たっぷり 55 分間、⽇本全国へ魅⼒を発信！
▶ TOKYO FM ⼭崎怜奈の『誰かに話したかったこと。』の取材も決定
  ⼥性誌『FRaU』の⾒開き特集＆スペシャルサイトも！ 

▶ ⼩松にゆかりのある⽅など、ゲストを呼んでのプレス発表会を
 東京で実施

機運醸成 出向宣伝

⼩松の背中（5⽉17⽇ローンチ） 東北楽天ゴールデンイーグルス冠協賛デー（7⽉26⽇）
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※FRaU 2023年1⽉号


